
第１１章 戦後ガールスカウトの発足と女子補導団     
－占領期におけるＧＨＱ・ＣＩＥの青年教育政策とガールスカウト－ 

 

大正時代にイギリスからガールガイド方式で導入された女子補導団は１９４２年に解散

した。しかし、この女子青年活動は、戦後アメリカ合衆国を中心とした占領下においてガ

ールスカウトとして新たに出発した。本章では、ガールスカウト運動と呼称されたこの団

体が占領という状況下でいかなる過程で成立したのか、さらにＧＨＱの民間情報教育局の

支持もあって全国の青年教育関係者、婦人会等に紹介され、多くの社会教育関係他団体の

モデルとしての役割を果たしたことについて検討する。その際、戦前の女子補導会、補導

団との連続性についても比較の観点から検討したい。 

以下、第１節では、占領期におけるＧＨＱ・ＣＩＥの青少年政策－連合国軍による占領

状態の下で、民間情報教育局の青少年教育の展開について検討する。第２節では、女子青

年団体としてのガールスカウトへの注目について考察し、その際（１）ＣＩＥ・文部省の

女性、少女の活動への注目、（２）ガールスカウトの理念・方法と青少年教、（３）ガール

スカウトのメンバーの検討を行なう。第３節では、ガールスカウトとしての発足の背景と

戦前の女子補導会・補導団の関係について考察する。その上で、第４節において、ＧＨＱ・

ＣＩＥによるガールスカウト支援の組織化について確認したい。 

 

第１節 占領期におけるＧＨＱ・ＣＩＥの青年教育政策とガールスカウト 

第二次世界大戦における日本の敗戦と連合国軍による占領状態の下で、ＧＨＱ（連合国

軍最高司令官総司令部 General Head Quarters The Supreme Commander for the Allied 

Powers）による民主化政策が進められ、青少年教育の分野ではＧＨＱ内で教育政策を担当

したＣＩＥ（民間情報教育局 Civil Information and Education）主導で変革の時期を迎

えた。 

ＣＩＥが設置される以前の１９４５（昭和）年９月２５日、文部省の次官通達「青少年

団体ノ設置並ビニ育成ニ関スル件」が発表されている。そこには、「官製的或ハ軍国主義的

色彩」の「排除」、「青少年の自発的活動」1といった記述がある。一方で、会員の年齢、資

格、役員、運営上の留意事項など青少年団体を細微にわたって規定し、「国体護持ノ精神ノ

高揚ヲ図ルコト」2が留意事項としてあげられており、戦前の青少年教育に対する方針を継

承している側面もある。これを女子青少年教育の視点から考えると、団体構成は「青年、

女子青年及少年夫々別個ニ団体ヲ組織」3という性別の団体であるとし、「青年団体員」（男

性）が１４才から２５才までとされているのに対し、「女子青年団体員」は２５歳以下の未

婚者とされている。女子青年の構成は戦前、大日本青少年団女子部の「十四歳以上二十五

歳迄ノ未婚ノ女子青年」4という規定に連続したものである。 

以上は、軍国主義・超国家主義を否定し、政府・行政による指導（官府領導性）の排除

を試み、あくまで青少年の自主協同を示唆している。しかし、地域振興、国体観念、さら
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に男女別の地域網羅団体の構成、という点においては、戦前からの連続性を読み取ること

も出来、それが、敗戦直後の文部省の青少年団体に対する方針であった。しかし、その後

ＧＨＱのＣＩＥを中心とした政策により、青年教育、女子教育について根本的な改革と指

導とが行われていくことになった。 

アメリカ合衆国では国務省を中心として、日本との戦争開始初期から占領統治を前提と

した対日教育政策を検討していた。その大きな方針の一つには「青年の統制と強化の排除」

にあった56。１９４４年３月６日の戦略局の文書『日本の行政・文部省』では、「軍国主義

的統制の末端機能を担っていた青年団について、短期占領の場合は青年団の集会と諸活動

の禁止、６ヶ月以上の占領の場合は青年団の解散」7を提案している。実際、ＣＩＥの記録

をあとづけていくと、占領初期において、ＣＩＥは日本政府による青年団の再組織化に対

して強い警戒心を持ち、青少年教育に自国の民主主義的な団体運営の方法を導入するため

の指導を盛んにおこなった。 

ＣＩＥのなかで、初代の青年団体、学生活動担当(Officer for Youth Organization and 

Student Activities・以下青年担当と略)のダーギン（ Russel L. Durgin）による１９４

６年６月の文書中には、戦後日本の青少年教育の充実をはかるために、「A． ＢＳ、 B． Ｇ

Ｓ、 C．４Ｈクラブに類似するクラブ、 D． その他の建設的な人格形成のグループのよう

なタイプのグループの目的・方法を討論するグループ会議が提案された」8という記述があ

り、占領初期からＣＩＥの青年担当として具体的にボーイスカウト、ガールスカウト、４

Ｈクラブの導入を検討していたことがわかる。さらに、ダーギンが病気療養で帰国した後、

１９４７年８月に着任したＤ．Ｍ．タイパー（Donald Marsh Typer）による１９４８年１

月記録には9、 

ボーイスカウト、ガールスカウト、ＹＭＣＡ，ＹＷＣＡの世界的コネクションは私た

ちの仕事を助けることができるプログラムを持ち、それらは、指導者の資源を得る上

で彼らを支えるものである。 

と記録されている。先ほど述べた文部省による「青少年団体ノ設置並ビニ育成ニ関スル

件」で述べられていた地域青年団体については、正式な形での再結成が認められていなか

った時期のことである。ここに明らかなのは、ＣＩＥの二人の青年教育担当官は戦後日本

の青年教育を担う雛形としてボーイスカウト、ガールスカウト、ＹＭＣＡ、ＹＷＣＡを念

頭においていたことであり、従来の地域網羅型青年団体ではなかった点である。先に述べ

たように戦前の青年団を軍国主義、超国家主義の温床として批判した際、その地域網羅的

な団体の性格をも否定し、それにかわるインタレストグループを基本とした欧米型の団体

が奨励、普及されることになった。その具体的団体として、国際的な活動をすすめるガー

ルスカウト、ボーイスカウト、ＹＭＣＡ、ＹＷＣＡが改革すべき日本の青年団体のモデル

として注目されていくことになった。また、ダーギン、タイパーがアメリカ人でありＹＭ

ＣＡの指導者という経歴を持つこと、さらにこれらはＧＨＱ全体の方針でもあった10。タ

イパーの会議録・資料を確認しても、着任直後の一年間はとりわけこの四団体との関係者
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との記録が多くを占め、他に青少年赤十字（Youth Red Cross）が続く11。ダ－ギン、タイ

パ－の仕事において明らかなのは、第一にミッション系、国際的な青少年団体・学生活動

への支援にある。ダーギンは戦前の日本と東アジア、タイパーはアメリカ国内においての

ＹＭＣＡと青年教育に関する活動経験を生かし、ＧＨＱ内部、地方軍政部と日本人のこれ

らの団体経験者と連携していった。地域青年団体への支援について検討するのはしばらく

後のことになる。 

ちなみに、１９４６年当時のアメリカの主要な青少年団体の会員数を多い順にあげてみ

ると以下のようになる12。 

   

団体名 会員数 

アメリカ少年赤十字社          １９，３２６，７４７人 

ボーイスカウト １，９３８，１７９人 

ＹＭＣＡ １，６６５，７２２人 

４Ｈクラブ                      １，５６２，６２２人 

国際キリスト教努力団            １，５００，０００人 

ガールスカウト １，２１３，９１３人 

メソヂスト青少年団 １，０５８，４６６人 

聖母連盟 ９００，０００人 

カソリック学生団                    ８００，０００人 

ＹＷＣＡ ６６６，７２６人 

以下、全国ユダヤ人福利団、 

キャンプファイヤーガール、ボーイズクラブ、

将来のアメリカ農民、が続く。 

 

（駒田錦一・佐藤幸治・吉田昇編『青少年教育』による） 
 

ダーギン、タイパーの会議録等に登場するガールスカウト、ボーイスカウト、ＹＷＣＡ、

ＹＭＣＡ、さらに青少年赤十字はいずれも当時のアメリカ合衆国でも大規模な団体であり、

ＣＩＥが日本においてこれらの団体の育成を推奨する背景ともなった。ガールスカウトに

ついては具体的に後述するが、来日以前にこれらの青少年運動の経験を持つＣＩＥおよび

ひろくＧＨＱの関係者が占領期の日本においてその育成と支援に積極的にかかわることも

多かった。日本では、以上の団体はすべて戦中に解散あるいは機能停止におちいっていた

が、それぞれ戦前からの団体関係者やＣＩＥ、軍政部職員、文部省社会教育課職員、そし

て各団体の世界中央機関やアメリカ支部から派遣された指導者をはじめとした多様な関係

者のもとで再建されていくことになった。その際、ＣＩＥはこれらの団体を民主主義的団

体として人々に紹介、育成され、これらは青年団等にとってのモデルとなり、その代表的
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のひとつとしてガールスカウトが注目されたのである。 

 

補注 
青年団を軍国主義と超国家主義を支えた温床として警戒し、戦後の占領期においてガ

ールスカウト、ボーイスカウト、ＹＭＣＡ、ＹＷＣＡ等の育成を重視した指向は、東西

冷戦による緊張によって、占領政策がソビエト社会主義共和国陣営を意識した「反共」

という目的に向けて変化するにつれて転換していく。地域青年団の組織化を反対してい

たＣＩＥも、４８年中頃から「防波堤」としての観点からその全国組織化を検討するよ

うになった13。１９５０年８月にはＣＩＥのニュージェント（Donald R.Nugent）は、「青

年団は団員の多さにもかかわらず無視されており、数の少ないＢＳ、ＹＷＣＡなどが多

く紹介されている。しかし共産主義を防ぐのは青年団からであり、オフィサーの努力の

９０％は青年団に対してむけられるべきである」14と述べている。 

ここでは、ボーイスカウト、ガールスカウト、ＹＭＣＡ、ＹＷＣＡにのみ集中するこ

となく、現実に大規模な団体である地域青年団に目をむけるべきことが強調されている。

それによって、ガールスカウト等の日本各地で新たに育成する方向よりも、むしろ地域

網羅的であった従来の青年団体にグループワークを始めとした方法論を導入し、その組

織の性格を変化させることに力を注ぐ具体的な方向転換があった。その具体的手段が１

９４８年１０月から全国各地において開催されたＩＦＥＬであった。ＧＳ等はＧＨＱに

とって、当初は団体そのものが、その後は方法論において、民主主義政策の普及という

目的を達成するものとして期待されたのである。次節では、このガールスカウトへの注

目について具体的に検討してみたい。 

 

第２節 女子青年団体としてのガールスカウトへの注目 
戦後青少年教育の出発の記録とも言える一枚の写真と記録15がある。それは１９４８（昭

和２３）年１０月４日から１５日まで、東京都下小金井の日本青年館分館、浴恩館で開催

された青少年指導者講習会のものである。当時、教育基本法体制の発足直後であり、制度

として戦後民主主義が整備される中で、それを担う新たな教育活動のありかたが問われて

いた。そこでは、民主的な教育理念と教育方法を普及するためにＩＦＥＬ (教育長等指導

者講習会・Institute for Educational Leadership)が開催された。ＣＩＥと文部省の共催で

全国の大学教員、教育委員会、学校関係者を対象として行なわれ、東京で始められたこの

集会はその後全国各地で開催された。この写真・記録はＩＦＥＬの青年教育版ともいえる

ＹＬＴＣ（青少年指導者講習会・Youth Leaders Training Conference）の第１回の講師、

受講者によるものである。 

ＹＬＴＣとＩＦＥＬでは、民主的な団体運営のあり方ともにグループ・ワークの普及を

中心とした小集団形態での教育活動がひろく紹介され16、レクリエーション、フォークダ

ンス、ゲームを含めた新しい活動形態がその後にひろく戦後社会教育に浸透して行く契機
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となった。従来の講義形態中心ではなく、グループ単位の作業、机を囲む形で話し合い、

屋外でのグループ実践の具体的なかたちは、戦前の教化運動が否定されて新しい教育形態

を模索していた当時の多くの教育関係者に新鮮に受け止められた。さらに、ここで紹介さ

れたグループワークは戦後社会教育のグループ重視、具体的な学習方法である共同学習に

も発展していく出発点ともなった17。 

ここに参加しているメンバーは、その後、各地域と団体の指導者として多くの社会教育

関係者に影響を与えることになった。その意味からも、戦後の青年教育のリーダーとなっ

て重要な役割を果たした人々である。あらためて、下記に本部役員名簿を提示したい。 

 

講師 Miss Dorothea Sullivan       永井三郎（日本基督教青年会同盟） 

       Miss Briesemeister      石橋宮子（日本基督教女子青年会） 

       Mr. Eugene C. Newman     今井襄二 

       Miss Marguerite Twohy     橋本祐子（日本赤十字青少年課） 

       Mr. R. L. Durgin        

       Mr. D. M. Typer 

講演講師 青木誠四郎（文部省教材研究課長） 

      桂廣介  （東京高等師範教授） 

指導講師 三島通陽 （日本ボーイスカウト連盟） 

      末包敏夫 （日本ＹＭＣＡ） 

      横山祐吉 （日本青年館） 

      本庄俊輔 （日本赤十字青少年課長） 

      近藤春文 （文部省視学官） 

講習会本部 日本青年館（欲恩館） 

   増田弥太郎 雨海明 成田久四郎 清水泰雄 小野秀一 佐藤清子 

       文部省 

   前田偉男 伊藤英夫 金田智成 青村邦三 廣田玲子 

 

 以上、ＣＩＥの派遣講師を筆頭にＹＭＣＡ、ＹＷＣＡ、青少年赤十字、ボーイスカウ

ト関係者が多く出席していることがわかる。しかし、この本部名簿では読み取れないが、

この講習会の直前（１９４８年６月）に戦後の正式発足にむけて準備委員会を立ち上げた

日米のガールスカウト関係者がこの講習会の中心に位置している。 

例えば、ＣＩＥ講師としてのサリバンは、アメリカ合衆国から派遣された心理学者であ

り、同時に合衆国ガールスカウト連盟の理事であり、Ｍ．トゥーイも合衆国ガールスカウ

トから日本のガールスカウト支援のために直接派遣された理事として、ともにグループワ

ーク理論を中心とした指導をおこなった。少年赤十字の橋本祐子は１９４８年６月からの

ガールスカウト中央準備委員である。空軍将校の妻として来日したコーキンス

 235



（Mrs.Harriet Colkins）もガールスカウトのトレーナー経験を生かし、この講習会をはじ

め多くのガールスカウト講習を担当している。なお、サリバンはガールスカウト養成に限

らず、タイパーとともに地方のＩＦＥＬ、ＹＬＴＣの指導者としてこの後、全国各地の地

域青年団対象の講習会等も担当するのである。また、注目すべきは写真と記録を確認する

とアメリカ合衆国からの講師団、ＣＩＥスタッフを囲むように、戦後ガールスカウトの指

導者となる人々を多く確認できることである。具体的に、確認できただけでも次のメンバ

ーが出席している。 

 

Ｄ．サリバン（ＹＬＴＣ講師 合衆国ガールスカウト連盟理事） 

Ｍ．トゥーイ（ＹＬＴＣ講師 合衆国ガールスカウト連盟派遣講師） 

Ｈ．コーキンス（ガールスカウト講習会講師 ニューヨーク組織のトレーナー経験） 

橋本祐子（少年赤十字・ガールスカウト日本連盟中央準備委員） 

三島純（すみ・戦前、女子補導団副総裁、戦後ガールスカウト日本連盟初代会長） 

宮原寿子（林富貴子補導団総裁の長女、ガールスカウト日本連盟第三代会長） 

大木千枝子（千葉県社会教育課、初代ガールスカウト日本連盟プログラム委員長） 

原喜美（関東軍政部教育顧問、ガールスカウト日本連盟初代総主事） 

内城千鶴子（ガールスカウト日本連盟岩手支部） 

塩野幸子（タイパー通訳、ガールスカウト日本連盟初代東京都支部長） 

芹野（小崎）朝子（日本基督教団、ガールスカウト日本連盟第２代プログラム委員長） 

黒瀬のぶ（元女子補導会第一組、ガールスカウト日本連盟中央準備委員） 

 

上記のメンバーから次のことが理解される。 

①戦後の青少年指導者講習会の主たるアメリカ人講師のうち２人は合衆国ガールスカウト

の理事で、特にトゥーイは合衆国ガールスカウト連盟から派遣された人物である。 

②三島純、宮原寿子、黒瀬のぶは女子補導団の経験者である。このうち、三島は副総裁、

宮原は総裁をつとめた林富貴子の長女（富貴子は戦時中に逝去）、黒瀬は大正期に日本には

じめて導入された香蘭女学校第一組の第一期生であり、戦前のガールガイドの主要メンバ

ーが参加している。 

③少年赤十字の橋本祐子、タイパー通訳の塩野幸子、関東軍政部の原喜美、岩手の内城千

鶴子、千葉の大木千枝子はＣＩＥ、地方軍政部の関係から戦後ガールスカウト運動に参加

した人物である。 

④戦前の女子補導会、補導団運動の実践面での指導を担当したイギリス人女性宣教師は参

加していない。 

 以上から、戦後青年教育指導の出発点とも言えるこの講習会において、多くのガールス

カウト関係者が参加していること、その内訳は、アメリカ合衆国からのガールスカウト理

事、戦前の女子補導団の中心メンバー、ＣＩＥ・地方軍政部の関係から戦後にガールスカ
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ウトに参加したメンバーという複合した構成になっていること、がわかる。しかし、イギ

リス人ガイドの参加はなく、アメリカ式のガールスカウトとなっていることが確認される。 

この講習会はもちろん青年教育関係者全体を対象としたものであり、多くの地域青年団

関係者に加えて、ボーイスカウトから三島通陽、関忠志、村山有（たもつ）、ＹＭＣＡから

永井三郎、ＹＷＣＡから竹内菊枝等が参加している。しかし、ガールスカウトは一団体と

して、しかも講習会当時に戦後ガールスカウトが正式には発足していなかったことを考え

合わせると、際だって多い数であり、「中央」に位置していることがわかる。その際、なぜ、

第一回の青少年指導者講習会にガールスカウトの関係者が多数参加しているのか、という

問いが生まれる。 

戦後青少年教育の出発ともいえるこの第一回青少年指導者講習会において、ガールスカ

ウト関係者が多数参加している背景には次の三点が考えられる。 

（イ）ＣＩＥおよび文部省が戦後の青少年教育を展開する際に、女性、少女の活動に

注目したこと、また注目する必要があったこと。 

（ロ）ガールスカウトの活動理念と方法が、当時、求められていた青少年教育のあり

方として期待されたこと。 

（ハ）ガールスカウトのメンバーそれぞれが個人的にも講習会を主催したＣＩＥおよ

び文部省に支持され、期待された人々であったこと。 

以下では、それぞれについて考察を試みたい。 

（イ）CIE および文部省が戦後の青少年教育を展開する際に、女性、少女の活動に注目

したこと、また注目する必要があったことについて。 

ＧＨＱ‐ＳＣＡＰの最高司令官であったマッカーサーは、日本占領直後の１９４５年１

１月、五大改革指令を行っており、そのひとつは、「婦人参政権賦与」であった。新憲法に

は男女平等が明記され、教育基本法・学校教育法にもとづき、義務教育諸学校における男

女共学が実施された。しかし、男女共学の原則は、そのまま男女合同の教育機会を意味し

ない。それまで普通選挙権、さらに男性と同様の教育機会を持たなかった女性に対する公

民権実質化の課題をどう考えるか、また、戦前において中等教育以降の教育機会が中学校

と高等女学校とに区別され、大学進学の道が閉ざされていた女子の教育機会の整備を具体

的にどう実質化するか、という課題があった。そこでは、戦後民主主義社会において活躍

することが出来る女性の青少年、成人をふくめたひながたが必要であり、そのひとつとし

てガールスカウトの活動とそこで育成された女性像が選ばれたという理解である。 

組織の上で女性の指導者による女性を対象とした教育であり、イギリスおよび合衆国で

発展したという歴史的経緯を持つガールスカウト活動は、占領下における女子青少年教育

のあり方として注目され、そのグループワークを中心とした方法は多くの教育場面での応

用が計られていくことになったと考えられる。 

（ロ）ガールスカウトの活動理念と方法とが、当時、求められていた青少年教育のあり

方として期待されたことについて。 
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ガールスカウトはイギリスのガールガイドにはじまり、もちろんボーイスカウトから分

化したパトロールシステムを中心とした活動である。ボーイスカウトと同様に６人から８

人での小集団活動をすすめるパトロールシステムはイギリスに始まり、アメリカ合衆国を

含めた世界各国に普及定着していた。パトロールシステムにおける小集団活動の原理は１

９３０年代に新教育の方法としてグループワークにも発展していった。戦後初期、占領下

の日本において、それまでの超国家主義と軍国主義が徹底的に否定され、民主主義が標榜

された。それによって、戦前日本の「号令一下」の上位下達を連想させる講義・講演方式

と地域網羅性で全員加入を原則とした方式にかわる青少年団体の経営方法が求められてい

た。明治以降の日本の青少年教育は地域青年団の官製化、また実業補習と壮丁準備教育を

中心として組織化されてきた。その中で、戦前の文部・内務省さらに軍部の影響下にあっ

た地域青年団に変る存在が求められていたのである。そこにグループワークが導入の必然

性が生まれ、インタレストグループを基礎とした任意加入であり、パトロールシステムを

中心としたガールスカウトが期待されたと考えられる。 

その際、ボーイスカウト＝少年団ではなく、なぜ、ガールスカウトかという問いが生ま

れる。それは、戦前においても少年団は強固で広い組織をもち、特に女子の活動は小さな

ものであったこと、それゆえにガールスカウトに力点をおいたことが理解される。実際、

１９４８年時点においてボーイスカウトは条件付でがあるが、ＣＩＥからその組織的結成

について承認を得ていたのである。一方で、日本のボーイスカウト運動がいくつかの系統

を持つが、少年団運動として軍関係者との関係を強く持ちながら、取り入れられていた経

緯を考える必要がある。戦前において指導者の考え方の違いから、少年団日本連盟、帝国

少年団協会、さらに海洋少年団＝シースカウト等、複数の立場に分かれていたが、男子対

象ゆえ、当然、兵役と壮丁準備の課題と無縁ではなかった。ボーイスカウト方式の日本へ

の導入に際しては、乃木希典、東郷平八郎、田中義一などの軍人・政治家の介在もあって

陸海軍関係者のつながりも存在し、戦前・戦中の軍国イメージ強かった。実際、少年団日

本連盟、帝国少年団協会は、第二次世界大戦中に、総力戦、本土決戦を視野においた大日

本青少年団に吸収統合されている。占領初期のＧＨＱ‐ＳＣＡＰが超国家主義、軍国主義

の排除を戦後改革の課題に掲げ、そこに関与した団体の解散と役員の公職追放をすすめる

中で、ボーイスカウトは動きにくい面があった点は否めない。少年団日本連盟の立場から

後に戦時中に大日本青少年団の副団長を努め、戦後はボーイスカウト日本連盟の総長と三

島通陽においても戦後初期の段階において、しばらく前面では活動していない。その点か

らも、妻の三島純が中心メンバーのひとりとなってガールスカウトを担当したとも考えら

れる。 

ガールガイド・ガールスカウトは女子が対象であり、加えて戦前は規模の小さい活動で

あったため、戦前の日本軍部の介入も少なかった。むしろ、戦前イギリス・アメリカ式の

活動を堅持して教会と学校関係者には弾圧が行われた、という「大義」があった。 

（ハ）ガールスカウト・メンバーはそれぞれが個人的にも講習会を主催したＣＩＥおよ
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び文部省に支持され、期待された人々であったこと、について。 

それは、ガールスカウトの前史となる女子補導会・補導団の戦前の導入経緯にもかかわ

る問題である。ガールガイドはイギリスから導入された際に、日本聖公会の関係者によっ

て多くが担われ、イギリス、さらにアメリカ合衆国のキリスト教関係者との結びつきが強

かった。戦前の日本において、この運動はイギリスから直接ガールガイドとして導入され、

発足していた。１９２０（大正９）年以来、ガールガイドは女子補導会、補導団と翻訳さ

れ、主にイギリス国教会である日本聖公会系の学校および教会を中心として活動を継続し、

一定の定着をみていた。聖公会との結びつきが強かったという事実においては、男女の違

いのみではなく、軍関係との結びつきが存在したボーイスカウト、少年団とは明確に異な

る点であった。 

補導会・補導団はキリスト教系の学校と教会を中心とした活動であったため、指導者お

よびそこで学んだ生徒たちはキリスト教を中心とした欧米文化に通じており、英語に堪能

であり、教会の牧師や学校の外国人宣教師との交流をもち、さらにＹＷＣＡ等を通じてキ

リスト教関係者との結びつきは国内外にひろがっていた。ＣＩＥの青少年活動および学生

活動の担当者をつとめたダーギン、タイパーはともに前職はＹＭＣＡの主事であり、とり

わけダーギンは戦前の日本において長い活動経験を持っていた。補導会・補導団の活動経

験者にはダーギン、タイパーをはじめとしたＣＩＥおよびＧＨＱ‐ＳＣＡＰ内の他部局と

の知遇を持つ人々も多く存在したのである。 

このような前史があるガールガイドを含めたガールスカウトへの期待こそが、戦後初の

本格的青少年教育の指導者講習会の中央に日米のガールスカウト関係者が位置することに

なった。それは、ＣＩＥによる日本の戦後女子青年教育におけるガールスカウトへの期待

であると同時に、ガールスカウトの持つ理念・方法・内容の他の青年教育団体への応用の

意味をもっていた。 
 

第３節 ガールスカウトの発足と戦前の女子補導会・補導団の関係 

本節の目的は、戦後日本でガールスカウトが発足する際の戦前の女子補導会・補導団と

の関係についての検討にある。アメリカを中心としたＧＨＱとの関係配慮から、名称はア

メリカ式に「ガ－ルスカウト」に変った。戦前の女子補導会、補導団はイギリス連盟の一

支部として出発し、イギリスの女性宣教師を中心としたガイド指導者のもとですすめられ

たため、名称も「ガールガイド」を翻訳した形になっていたが、戦後は、事実上、アメリ

カ合衆国占領下の再建となったため、名称も米国式の「ガールスカウト」と名乗ることに

なったのである。 

『半世紀の歩み』等、日本ガールスカウト連盟発行の資料には、中央部の再建は、ボー

イスカウトの三島通陽を通して元補導団関係者を集めるようにというＧＨＱの意向が伝え

られたこと、また、通陽の妻で元補導団の副総裁であった三島純が元補導団関係者と連絡

を取り、１９４７年１月、青少年担当官ダーギンと話し合いの場を持ったのを機に中央準
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備委員会が結成され第一歩を踏み出した、と記されている（補導団総裁であった林富貴子

は４４年に死去している）18。その経緯について、『半世紀の歩み』には次のように記され

ている19。 

  １９４７年（昭和２２年）、ボーイスカウトは国際的なスカウト運動がこのような時

代こそ必要であるとの判断からマッカーサー元帥と再建の折衝を重ねていました。 

  同じころ、ボーイスカウトの三島通陽総長をとおして、日本のガールスカウト関係

者を集めるようにとの意向がＧＨＱから伝えられました。元補導団の副総裁であった

関係から、三島純夫人はさっそく旧友との連絡をはかりました。 

  元総裁の林ふき子夫人はすでに他界、戦災で住むところも変わってしまった人、田

舎へ疎開している人も多く、やっと宮原寿子、溝口歌子、黒瀬のぶ、西野邦子、井原

多美子の人たちが集まったのは、同年１月、女子補導団が解散してから１０年（ママ）

ぶりのことでした。－中略－ 

  民間情報教育局青少年教育顧問ダーギン氏を囲んでの話し合いは、みんなに勇気と

決心を与え、中央準備委員会の発足に踏み切らせました。この知らせは、友から友へ

と伝わり、また新しい協力者も現れて当初は三島宅を中心として宮原宅、松涛幼稚園

などに集まりました。そのご、ダーギン氏の後任にドナルド・タイパー氏が着任、そ

のアドバイザーとして働いていた塩野幸子がガールスカウトを援助するため、たびた

び会合に出席するようになりました。都庁の一室で開かれた会合では、ミス・ウーレ

イ、宮原寿子、橋本祐子、三島純、林貞子が出席して趣意書、規則書、ピン、ネッカ

チーフの草案からハンドブックの作成、歌集の企画まで話し合いました。 

 

 上記からは、ガールスカウトの中央本部の結成と組織化にはＣＩＥの強い意図が働いた

こと、ボーイスカウトとの関係で三島夫妻がその連絡をになったこと、戦前からの女子補

導団のメンバーにも呼びかけが行なわれたこと、ＣＩＥの青年教育のオフィサーであるダ

ーギン、タイパーの支援があったことが理解される。 

全国組織であるガールスカウト日本連盟は１９４９（昭和２４）年４月４日に発足する。

それ以前、１９４７年１月に、「日本女子補導団時代のガールガイド三島純、宮原寿子、黒

瀬のぶ、西野邦子、井原多美子、溝口歌子等が中心となって、ガールスカウト中央準備委

員会」20が結成され、１９４８年５月にはイギリスから再来日したＡ．Ｋ．ウーレイによ

る講習会、合衆国ガールスカウトでトレーナー経験のあるコーキンスによる養成講習会も

開催された。前節で述べたように、１９４８年１０月、日本のガールスカウトを支援する

ために派遣されたM．トゥ－イは、第１回青少年指導者講習会に講師として指導を行った

が、彼女は全国のガールスカウト養成講習を行なうため来日した人物であり、それ以降、

運動の基盤構築が本格化し、旧補導団員や戦後に新たに加わった人々などによって体制が

整備されていった。以下、本節では、ガールスカウトが正式に発足する背景についておい

て、戦前の関係を視野に、（１）ボーイスカウト・ガールスカウト結成と三島純、三島通陽
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夫妻、（２）女子補導会・補導団メンバーとミッション・ガイド、の２点から考察を行なっ

ていきたい。 
 

（１）ボーイスカウト・ガールスカウト結成と三島夫妻 
戦前、戦中の三島通陽は大日本青少年団等の役職を歴任したが、公職追放を受けること

なく、戦後は文部政務次官を経てボーイスカウト日本連盟理事長をつとめている。妻の三

島純および長女の昌子によれば、占領期においての通陽は戦前からのひろい交流関係を生

かし、「ＧＨＱのスタッフに対して、（祖父の時代から所有した）西那須野の別荘でホスピ

タリティーをもっておもてなしをした」（カッコ内筆者）21。「民間情報教育局からエルワ

ース中佐を皮切りに、タイパーご夫妻、ウィリアム氏、テイルトンご夫妻、フインネル氏、

他ハワイ生まれの二世は、それぞれ戦前からお父さんとの交友があったので、息子達は進

駐軍のＧＩであっても那須へはジープを駆って大喜びでやって来て純日本式の生活を満足

して帰って行きました。このように、戦後の我が家は、戦後ゲストハウスとしての役目を

十二分に果たしたのでした」22とは、昌子の記述である。昌子の著作23には、併せて、Ｐ．

マッカーサー（総司令官Ｄ．マッカーサーの従兄弟）との戦前からの文通をはじめ、通陽

とＧＨＱスタッフとの交流が具体的に記録されている。通陽はＰ．マッカーサーが「ポス

ト・キング」と名付けるほどの郵便物に丁寧な人物でもあった。その交流の過程で、ボー

イスカウト、ガールスカウト再建の交渉も行なわれ、「日本の〈やくそく〉と〈おきて〉や、

記章（エンブレム）の制定等について、米軍を納得させる」24ことに苦心した。 

ちなみに、戦後ボーイスカウトの結成状況は次の通りである25。 

 

○１９４５年１１月 神田ＹＭＣＡ会館でダーギン来日の歓迎会 

         内田二郎（戦前・弥栄ボーイスカウト）合衆国ボーイスカウト出身 

         の村山有、鳴海重和とＧＨＱ内部のスカウトについて情報を得る。 

         その結果、三島通陽（文部政務次官）と再建を協議。 

○１９４６年２月  銀座の交詢社ビルでスカウト再建のため第１回スカウトクラブ開催。 

          （三島通陽、内田二郎、村山有、鳴海重和と二世スカウトの出席） 

○１９４６年３月  第２回以降は品川の森村学園でスカウトクラブ会合。 

          （これ以降、二世スカウト、ＧＨＱ関係者、ダーギンの参加） 

  －この間、京都・大阪でも中野忠八、古田誠一郎、今田忠兵衛、中村知と元合衆国 

  スカウトのフェッターらとの協議活動始まる。 

○１９４６年６月  東京のスカウトクラブから関西のスカウト関係者への支援要請 

○１９４６年１２月 ＣＩＥからボーイスカウトとしての再建承認 

○１９４７年１月  東京に５隊、横浜に１隊のスカウト結成 

○１９４７年３月  明治神宮外苑広場で第１回ラリー開催 

          （明仁皇太子、ダーギン、第８軍ソープ大尉の参加） 
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 －臨時中央理事会の開催、規約、ちかいとおきての制定作業、指導者講習会始まる－ 
○１９４８年４月  三島通陽、第一回参議院選挙に当選（全国区） 
○１９４８年１月  Ｄ．Ｍ．タイパーを講師に東京で公認指導者講習会 
○１９４９年４月  ボーイスカウト日本連盟の発足（４月１日）     

 

ＧＨＱ－ＣＩＥは、当初、大日本青少年団を軍国主義の関係団体と判断し、そこにかか

わった少年団及びボーイスカウトの再建運動を容易には許可しなかった。しかし、日本側

の再建希望者、ＣＩＥのダーギン、タイパーの援助、合衆国ボーイスカウト経験のある日

本人、二世スカウト、ＧＨＱ・ＳＣＡＰ内部のボーイスカウト出身者の協力もあって、ボ

ーイスカウトとしての再建組織化が進んでいったこと、その中心に三島通陽が位置したこ

とがわかる。少年団の名称ではなく、ボーイスカウトの名称で再建することが三島の提案

で決定され、その再建が占領関係国の間で内諾を得たのである26。１９４６年１２月のボ

ーイスカウト結成に関するダーギンからの支持は次の通りである27。 

 

ボーイスカウト再編成についての指示 

１．諮問または保証委員会の構成 
   ボーイスカウトの経験ある者で、この最初の集団の保証をなし得る少数男子のグル

ープであること。このグループは、日本人３、４名とアメリカ人１、２名とを包含さ

れたく、かつ、この委員会は来週以内くらいには任命され、会合を催す計画をされた

いと希望する。 
２．指導者 

   正規の指導者を選ぶために十分なる注意を払うべきこと。選出については保証委員

会によって慎重に論議されたきこと。 
   指導者は、ボーイスカウトの経験を有するとともに、以前のいわゆる「青少年団」

となんら関係のない青年であること。なお、できれば英語の会話の心得があることが

望ましい。指導者は、この仕事の発展のために、この冬相当の時間を提供することが

可能であるか、またはすすんで提供されたきこと。また、かれは、自治精神訓練の基

本的原理ならびにボーイスカウト綱領中の個性形成の諸目的を完全に理解しているべ

きこと。 
３．少年のグループ 

少年たちを選抜するために多大の注意を払うべきこと。かれらはだいたい同年輩で

ありたく、とくに１２歳より１４歳までがのぞましい。かれらの学校を異にするも可

であるが、容易に集合せしめ得るように、各自近隣に居住しているべきこと。 
４．会合の場所 
このことは重要であり、細心な考慮を払われたきこと。 
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  ５．スカウト指導者の訓練課程 

   将来の発展に対する準備として、所定の課程に向って歩をすすめられたきこと。 

 

 ここでは、ボーイスカウトの経験を重視し、日本人とアメリカ人の協力による運営を視

野におき、また戦前の大日本青少年団との断絶を指摘した慎重な運営と訓練プログラムの

確認が行なわれていた。この点は、第２節で述べたような男子の団体に対する「警戒心」

も理解される。 
ガールスカウトとしての再建活動、結成活動が進められるのは、ボーイスカウトの動向

と対応している部分が多々ある。その点、ボーイスカウト結成の中心となった三島通陽の

妻、純は食糧難と混乱を避けて生活していた西那須野の別荘と代々木上原の自宅を往復し

ながら、ガールスカウト結成準備をすすめている。１９４７年初期からは自宅を中央準備

委員会の住所として活動を開始しており28、そこは、通陽を通じて得られるＣＩＥからの

情報と指示と接点としての活動が可能な場でもあった。また、代々木上原付近には、林富

貴子総裁の自宅の外、三島純の親戚、縁戚者が多く居住していた。この時期に、華族会、

女子学習院の同窓会メンバーを通じて、林富貴子の長女である宮原寿子（ガールスカウト

日本連盟初代第一副会長）、林貞子、鍋島敬子（第４代・第６代会長）、伊藤幸子（第６代

会長）、藤村千良（元、少年団少女班）等に参加と協力を依頼している。 

また、三島純は戦前の女子補導団副総裁の経験から多くの補導団関係者との連絡も行な

っており、１９４７年１月２２日に戦後第１回のガールスカウト結成にむけた会合をタイ

パーのもとで行なったときの呼びかけも純が行なった記録がある29。ＧＨＱ－ＳＣＡＰ資

料において、この４７年１月２２日にガールスカウト関連の会合として記録されている30。

この２２日の会合の参加者はＣＩＥのダーギンと通訳の塩野幸子、元補導団の三島純、溝

口歌子等５名（他に元少年団 キリスト教少年団女子部、赤十字関係者、元天理教少年団女

子部１名）であった。以上のように、戦後ガールスカウトの出発には、戦前の女子補導団

副総裁を経験し、ボーイスカウト再建を進める三島通陽の妻という位置もふくめ準備を行

いＣＩＥとの交流を維持していた三島純が重要な役割を果たした。 

 

補注： 

タイパーの会議録31によれば、並行して、ＣＩＥのダーギンと塩野が後援した「study 
committee for girl’s group education」と名付けられた会合が記録されており、１９４

７年には、この１月２２日の会合以外にも、少なくとも２月に３回女子青少年教育関係

者（２２日の出席者、児童館、赤十字、ＹＷＣＡのミルドレッド・ロー（Mildred  Roe）、
学校教師、東京都社会教育課の中野ツヤ、文部省の山室民子等）を集めての会合が記録

されている。またこの研究委員会で女子グループワーク指導者養成会議を開催すること

を決定、同準備委員会が発足し、３月２９・３０日に小金井の浴恩館で開催された。 
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（２）女子補導会・補導団とミッション・ガイド 

前項に述べたように、戦後、ガールスカウト・ボーイスカウトの発足に三島純、三島通

陽夫妻の果たした役割は大きい。それでは、戦前の女子補導会・補導団を立ち上げた聖公

会関係のメンバーの役割はどうであったか、考えてみたい。先に、１９４７（昭和２２）

年１月に、三島純の呼びかけでガールスカウト発足準備の第１回会合が開催されたことを

確認した。それ以前に、三島純がＣＩＥから、あるいは三島通陽を通じたガールスカウト

結成に関する指示があり、交流があったことは推察される。 

それでは、聖公会関係の女子補導団であったメンバーについてはどうであろうか。彼女

たちにとっての困難は、日本人として戦前の女子補導会時代から実践的指導者の代表であ

る檜垣茂が１９４５年１２月に疎開先の福島で亡くなっていること、イギリス人女性宣教

師たちは、戦後直後のこの時期にはＧＨＱの許可が下りないため、来日できなかったこと

である（実際、再来日するのは１９４７年末から１９４８年以降が大多数である。また、

再来日していないメンバーも存在する）。加えて、連合国軍といっても実質的にアメリカ合

衆国を中心とした占領であり、当初よりガールスカウト方式が想定されていた。 

そんな中、１９４７年以前にもダーギンと旧補導団関係者の一部が接触をはかっていた

資料がある。それは、１９４６（昭和２１）年２月５日のDorothy Mizoguchi（戦前、女

子補導団東京第２組・聖アンデレ教会、溝口歌子のクリスチャンネーム）からダーギンへ

の手紙32がそれである。 

Zushi 
Feb. 5, 1946 

Dear Mr. Durgin 
I have been laid down with cold for the past five days and have just managed to 

get up enough energy go up to Tokyo. As I have been away from the laboratory for 
so long, I can’t possibly get away today. Will you please forgive me? 

In the mean time, I have written to one or two girls whom I thought might be 
interested in such work. Some of them might turn up. 

One of them in particular, Miss Hana Kawai of Keisen girls’ School (Miss Michi 
Kawai’s niece or something) may have some good plan. The Keisen has a very good 
recreational facilities and the girls there go in for a lot of gardening, sports and 
chorus work. Perhaps you know already. 

Miss Tamiko Ihara wrote to me the other day that she may not be able to come 
to the meeting today but was sending a Miss Reiko Yoshida, who is in charge of a 
girls club of St. Andrews’ Church in Shiba. 

I don’t know what you think about it but to people like us who have been used to 
the Girls Guides systems it would be much easier and less of a trouble if we could 
run the new movement on the same principle. Of course, there must be lots of 
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changes made to suit the present conditions but the old, familiar Guides or Scouts 
seem just as good today. 

As I’ve told you last time, it would be better if you could have the American Girl 
Scouts or the Youth Hostel Organization people to come over here and start a 
movement. 

The young girls of today know nothing of these movements and as “Seeing is 
believing “- - -, it might speed up the present work considerably. I know they have 
already done this in Europe and picking up the severed thread. We might get the 
British Girl Guides to do that, too. 

However you probably have some concrete ideas of your own. I only wish I could 
help you more but I just haven’t any time nor energy to spare. Just carrying on my 
experiment and trying to make a decent living takes .up all my time and energy. I 
certainly aim burning the candle at both ends but what else can I do? It’s sink or 
swim and I’m still young enough to want to do all in my power to make life worth 
living and to see this country of mine established once again. 

Please excuse me for running on like this. I hope today’s meeting is a success. 
Please give my best regards to all those present today. 

 
Yours faithfully 

                                                           Dorothy Mizoguchi 
 

この手紙から、溝口はダーギンに、この日の会合には出席できないことを謝罪し、河合

みちの経営する恵泉女学校と姪の河合はな、女子補導団で一緒だった井原たみ子と芝の聖

アンデレ教会の吉田れい子、を紹介している。彼女自身は日々の生活に余裕はあまりない

ものの、ガールガイド・ガールスカウトを超えて、ダーギンが発足を検討していたガール

スカウトへの協力を申し出ていること、さらに、この手紙以前にガールスカウト、ユース

ホステル等について話しあいをしていることが理解されるのである。ガールガイド、ガー

ルスカウトに変わらず協力をダーギンに申し出ており、また、聖公会のアンデレ教会で洗

礼を受けていた立場から溝口歌子が同じクリスチャンのメンバーを推薦していたことが理

解される。 

ガールスカウトの中央準備委員会準備委員会は１９４７年１月とされているが、その一

年前から溝口がガールスカウト・ガールガイドの発足にむけてタイパーと人材も含めた話

し合いを行っていたことが確認される。補導会、補導団に中心的かかわった聖公会メンバ

ーの活動と人間関係は、三島たちとは別に注目したい大きな要素である。しかし、戦前の

女子補導会、補導団を担った東京女学館、大阪のプール、神戸の松蔭の各学校でガールス

カウトが復活することはなかった。香蘭女学校は、旗の台の校舎が戦災を被ったため近く
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の九品仏の寺院境内で授業を開始していたが、本格的に東京第１組として活動を行なうの

はへールストン、ウーレイが再来日した１９４８年のことである。したがって、ガールス

カウトの本部再建には初期において積極的関与はしていない。 

戦前のミッション・ガイド、女子補導会、補導団メンバーの戦後ガールスカウト結成へ

の関与については下記の資料を参照されたい33。これは、１９４９年３月ガールスカウト

日本連盟が正式発足する直前に、黒瀬（細貝）のぶから戦前の補導会・補導団関係者に送

付された手紙の原稿である。黒瀬は香蘭出身であり、女子補導会第１組が１９２０年に発

足した時の第一期生でもあり、アンデレ教会の東京第２組を担当、その後、聖公会主教の

黒瀬保郎と結婚して茂原聖公会時代は茂原少女会を組織している。戦後は、ＩＦＥＬにも

参加し、鎌倉のミカエル教会のガールスカウト、ガールスカウト日本連盟のプログラム委

員としても活躍し、Ｍ．トゥーイとの親交も戦後長く続いている。下記の文は、１９４９

年４月４日の連盟発足前の呼びかけである。 

  

おなつかしいガイヅの皆様、御元気ですか。 
戦後・元ガール・ガイヅがスカウト運動として新しく活動を始めました。 
全国的に普及して、日本再建に役立とうとするのでございます。 
ガール・ガイヅ及ガールスカウト世界聯盟を代表してアメリカ合衆国からミス・チュ

ウイが派遣され、本部の組織を作り、全国の指導者養成を始めて居られます。 
四月四日には、丸之内のエデュケーション・センターに全国総会を開き会長其の他本

部の役員の選挙を致します。 
この際故桧垣先生、ミス・ウーレーへの御恩に報じるためにも、御国の為に、私共ク

リスチャンガイヅがそれぞれの立場から無理のないお手伝いをさせて頂き度いと話し

合って居ります。 
特に日本の現在及将来にスカウト運動がどんなに重要な役割を持つかを、私達こそ良

く理解できることを想います。 
現今の世相をみて、思想的に、文化的に又一番正しい信仰の立場からも必要を感じる

のでございます。 
ゲームの中で楽しみ乍らこの難しい世の中で神と互と他の人への奉仕を念願とするこ

のスカウト運動が私共信徒によって奉仕されるのは当然のことと思います。 
ミス・チュウイ、ミセス・コーキンスも聖公会の由、本部の総主事原キミさんもクリ

スチャンです。総会では大久保主教夫人、吉田澄子（桜井）さんを本部の役員に推挙

いたして居りますからご記憶下さいませ。 
東京十二団のリーダーの中、池田（二）、巽（五）、戸村（十二）、香蘭のリーダー数名、

立教のリーダー数名（聖公会員）、小崎（日基）、山之内・和智（マ）等殆ど大多数の

リーダーは教会関係であります。（マ＝立教マーガレット教会・筆者） 
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聖公会教会関係ガール・スカウト 
地方 
 １ 栃木第一団  小山聖公会 主教夫人 大久保淑子 リーダー 

   ３ 千葉第一団  市川聖公会 牧師夫人 松本信代 香蘭の先生 
   ４ 茨城第一団  水戸聖公会 新家寿美子 教会幼稚園保姆 
   ５ 山形県第二団 山形聖公会 片岡霊恵 牧師令嬢 保姆 
   ７ 福島県    会津聖公会 牧師 山本夫人（未登録） 
                  保姆 菊池夫人 
   ２（神奈川第二 鎌倉聖公会 聖ルカ幼稚園 保姆 北川恵美子） 
   ６ 四国 徳島        ミス・バックス（未登録） 

東京都内 
   １ 東京第一   香蘭女学校 ミス・ウーレー 
                  後藤八重子 小林保子 立入陽子 志賀 
   ２ 東京第二   目白聖公会 池田木実子 松下苓子 栗山孝子 
   ３ 東京第五   成城聖愛教会 巽芳香 鈴木千歳  
   ４ 東京第八   立教マーガレット教会 牛島寿子 矢崎美恵子 細野能子 
                  黒川美佐子 
   ５ 東京第十二  神田末広教会 戸村富子 
 

 
 ここでは、イギリスのガールガイド方式の女子補導団がアメリカ合衆国のガールスカウ

ト方式で発足しつつ中で、それは日本の女子青年教育にとって重要であること、戦前の檜

垣茂やウーレイの指導を受けた人々にその経験の重要性と協力を呼びかけたものである。 
また、アメリカ人講師のＭ．トゥーイ、Ｈ．コーキンスが合衆国の聖公会員であることを

伝えたうえで、ミッション・ガイドの結成状況とメンバーを示し、本部役員選挙での吉田

澄、大久保淑子への協力を呼びかけているのである。 

 この呼びかけ文からは、黒瀬のぶは夫の黒瀬保郎と池袋の聖公会神学院に居住しながら

ガールスカウト日本連盟設立のための中央準備委員会に協力し、あわせて聖公会関係者と

協議を続けていたことがわかる。戦前から香蘭、東京女学館の補導団を担当したウーレイ、

ヘールストンが再来日した以降、次の会合を行なった記録がある34。 
○１９４８（昭和２３）年２月２２日（シンキング・デー） 
ミス・ウーレー、ミス・へールストン歓迎会  
高輪泉岳寺前 カーネル・シャープ邸 十数名出席 
○１９４９（昭和２４）年３月１２日 相談会 
池袋聖公会神学院構内 黒瀬宅 出席者 西沢、井原、吉沢、柴山、西野、黒瀬 
○１９４９（昭和２４）年４月２３日 午後十一時より二時まで 相談会 
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 ここでは、女子補導会・補導団を経験した聖公会のミッション・ガイドたちが日本連盟

正式発足と前後して協議を重ねていたことがわかる。その際、作成されたのが次の「ガー

ル・スカウト後援会員（旧団員）名簿」である（メモに記された施設、氏名より筆者作成

した）35。 
  

アンデレ教会関係 細貝ナオ(東 1) 石黒(東 4) 井原 楢戸 
目白 女子大関係 西沢 吉澤 長嶋 
女学館関係    柴山(東 4)  森竹(東 4)  目賀田(東 4)  
三光教会関係   入江静子 大久保 村田美恵 
大森聖公会関係  松田敬子 堀内 伊藤 
聖三一教会関係  谷川 小島 
聖ルカ病院関係  竹田ルツ子 高橋シュン 
聖愛教会関係   吉田澄子(東 1) 桜井くに子(東 1) 
千葉市川聖公会  松本信代(東 1) 田中邦子 
栃木       大久保淑子 岡田淑枝(大宮) 
毛呂       アプタン(大宮) 金井シメ(大宮) 植松敬子 
下福岡      飯田あさ子 
和歌山      三田庸子(東 1) 
山形       片岡タマエ 霊江と御母さん 
水戸       新家寿美子 
香蘭       森山有美子（竹井）(東 1) 右田トキ子（弥永）(東 2) 

  
これらのメンバーは戦前の女子補導会・補導団の東京第１組、第２組、第４組、大宮第

１組のメンバーであり、あるいは戦前からの聖公会の教育活動の参加者である。前出の呼

びかけ文のガールスカウトの新設した団、担当者とあわせみたとき、聖公会の教会、関係

する教育機関に多くのミッション・ガイドたちが協力する体制が計画されていたことが理

解される。なお、戦前の補導会・補導団の中心的担い手であったイギリス女性宣教師は戦

後日本に再来日後した人物でもガールスカウト再建の中心的担い手とはなっていない。例

えば、香蘭女学校のＡ．Ｋ．ウ－レ－は４８年５月の講習会やプログラム作成など、連盟

の仕事に協力するが、主要な役職等には就いていない。 
 以上、本節では、戦後ガールスカウト結成の背景に、（１）戦前の少年団、女子補導団の

本部役員であった三島夫妻の役割、（２）女子補導会・補導団員の経験をもつミッション・

ガイド、聖公会関係者の役割について述べた。その上で、ＣＩＥの青年教育担当であるダ

ーギン、タイパー等の指導、援助があったことを確認した。 

 

 補注： 
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  戦後アメリカ式にガールスカウトが発足したことについて、戦前の女子補導会・補導

団員から明確な批判はなかった。イギリス人女性宣教師のウーレイは戦前、戦後を通じ

てガールガイド、ガールスカウト双方を指導した数少ない外国人女性であったが、戦後

もガールスカウト日本連盟のプログラム委員として活動充実につとめている。 

  しかし、戦後初期にウーレイの指導を受けた市川政子は、「戦後アメリカの指導者たち

によって習ったのですが、一団のウーレイ先生がよく、くやしそうにおっしゃっていま

した。『今まで自分は、イギリス式にやって来たのに、今はちがう』と」、「例えば、時間

がルーズになりますと、あとからお叱りの電話を受けました。三十分遅れると、『イギリ

スでは絶対に許されないことです』」36との指摘があった、との証言を行なっている。単

にアメリカ式に対する批判ではなく戦後の変化をも含むものであるが、戦前のイギリス

式補導団を知る他の会員も「アメリカ直輸入的な感じを受け」37た、と述べている。 

アメリカ方式で進められたガールスカウトに関して、黒瀬（細貝）のぶ等とともに香

蘭の女子補導会東京第１組一期生の吉田（桜井）澄は、戦後、ＣＩＥの協力で準備され

た地方の講習会に参加し、「これはガールスカウトではない」と抗議した経験があった。

彼女は１９５０年のアメリカ訪問の際にも、「アメリカ本部でミス・ツーイなど関係者と

話し合ったのです。スカウトは単なるガールのクラブではない、世界共通の指針をもち、

教育方針もあるので、そのようにあるべきだと主張したのです。イギリスのベーデン・

ポウエル卿の教育方針です」と述べた。その後、日本のガールスカウトについて「組織

はアメリカ式をとって、方法はイギリス式を」38という考え方も生まれたのである。 

ガールスカウトの名称についてはＣＩＥの方針で決定されたこと、女子補導団とイギ

リス式そのものが「昔風」とされたこと39、への反発もあったが、何より、戦前の補導

団がミッションスクール、教会において少数指導が行われていたのに比して、戦後は組

織が大きくなるにつれて「大衆化」したことへの批判もそこには存在していた。 
 
第４節 ＣＩＥ・地方軍政部によるガールスカウトの組織化 

（１）ＣＩＥ・地方軍政部によるガールスカウト結成への支援 
 前節ではガールガイド結成の背景にある戦前の補導団副総裁、三島純、また聖公会関係

の女性の位置について考察した。本節では、地方での具体的な結成状況を視野におきなが

ら、戦後ガールスカウトの結成に際したＣＩＥあるいは地方軍政部の役割、影響を焦点に

ついて検討してみたい。 

下記の表は、戦後初期からガールスカウト日本連盟に参加し、役員・主たる委員をつと

めた人物について、ガールスカウトに参加する契機をまとめたものである。便宜的ではあ

るが、三島純との個人的な接点等が大きいものを（a）、戦前から女子補導会・補導団メン

バーであったものを（b）、ＣＩＥあるいは地方軍政部の指示、講習会等を契機としたもの

を（c）とした。 
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氏名 ＧＳの役職 参加する契機 出身・職業等 

三島純  第 1 代会長 女子補導団副総裁 b 女子学習院、三島通陽の妻 

吉田澄 第 2代会長 女子補導会 b 香蘭、1937 世界大会参加 

野口綾子 第 3代会長 タイパーc 東京女子大、前橋女性市議 

鍋島敬子 第 4・6代会長 三島純の案内 a  女子学習院 

古賀みつえ 第 5代会長 北海道地区 c 東京女子医専 

伊藤幸子 第 7代会長 三島純の親戚 a 中央準備委員会委員 

高力寿壽子 第 9代会長 大阪府室長時代 c 同志社女学校 

岸直枝 第 11 代会長 群馬県 c 女医、群馬県支部創立 

三島昌子 第 13 代会長 三島純の長女 a 女子学習院、少年団少女班 

永井かよ子 第 15 代会長 ウーレイの指導 c お茶の水大、戦後、香蘭教員

原喜美 初代総主事 関東軍政部教育顧問 c 津田塾大、シカゴ大院 

片山登代子 第 2代総主事 GHQ 図書館通訳 c 津田塾大、シカゴ大 

清水俊子 第 3代総主事 埼玉県教委社会教育 c 県女子師範学校 

浜田喜美子 第 5代総主事 高知県軍政部 c 青少年担当 

黒瀬のぶ 中央準備委員会委員 女子補導会 b 香蘭、連盟プログラム委員 

藤村千良 中央準備委員会委員 少年団少女班 a 1938 年世界大会参加 

橋本祐子 中央準備委員会委員 青少年赤十字 c アンリデュナン受賞 

森本富子 庶務委員長 長崎県教委社会教育 c 地方理事 

宮原寿子 第 1副会長 女子補導団 b 林富貴子長女 

林貞子 中央準備委員会 宮原、三島案内 a 林富貴子の長男の妻 

塩野幸子 初代東京都支部長 CIE タイパー通訳 c YWCA キャンプ委員 

大木千枝子 初代プログラム委員

長 

千葉県教委社会教育 c 千葉県支部創立 

加藤恵美子 副会長 女子補導会国際組 b 国際書記、サンガム委員 

松下龍子 組織委員長 松山の大学婦人協会 c G.ジョンソンの指導 

小崎朝子 2 代プログラム委員

長 

牧師の父の紹介 c 赤坂霊南坂教会の団創立 

尾崎美津子 組織委員長 少年団少女班 a 静岡県支部創立 

 

上記をみる限り、前節で述べたように三島純の親類、縁者、女子学習院の同窓生（a）、

女子補導会・補導団メンバーとミッション・ガイドの経験者（b）が存在する。しかし、以

上に加えて東京のＣＩＥで勤務経験のある女性、あるいは地方講習会、社会教育関係者（c）、

が多く存在することがわかる。 

ダーギン、タイパーが中央でガールスカウトを支援した動きとほぼ平行して、占領初期
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から日本各地でガールスカウトは組織されつつあった。ＣＩＥから地方軍政部や県社会教

育課に対し系統的なガールスカウトの組織化についての指導があった。詳細な資料は少な

いが、ＧＨＱから社会教育課を担当として各県にしてガールスカウトをつくる指令が出た、

という証言がある40。実際、各地方軍政部の教育スタッフはガールスカウト育成のために

各方面に働きかけていくのである。以下に、いくつかの事例をあげてみたい。 

例えば、京都では、１９４６（昭和２１）年６月、中央部で組織化が始まる以前に、第

１回女子スカウト運動推進座談会が開かれている。これは、府・市・地方軍政部・元少年

団（健児団）員・青年団・子ども会が集まりガールスカウトについての話し合いがもたれ

たものである41。この会に参加した下瀬晶子は後日、「突然呼び出されてスカウトの話－中

略－なにはともあれボーイスカウトの人たちに助けていただき、スカウトとやらを勉強す

ることになりました」と回想している42。また下瀬は、「軍政部の係官に振り回され、時に

はスカウト活動をやめさせられそうになった」43が、その後に就任した係官は理解があっ

たとも述べている。そこでは、地方軍政部の教育担当者のガールスカウトに対する考え方・

取り組み方よってガールスカウトの普及に影響があったことがわかる。 

四国地区の地方軍政部女性担当のG.ジョンソン（Germen Johnson）は合衆国ガールスカ

ウトでの指導経験があり、彼女は四国のガールスカウト結成のために積極的に活動し、東

京でガールスカウト関係者、タイパーとの協議も行なわれている44。ガールスカウト日本

連盟の組織委員長を務めた松下龍子の場合は、夫の勤務先であった愛媛県松山市で大学婦

人協会の愛媛県支部設立に取組んでいた際に、香川県高松から視察にきたジョンソンの紹

介から愛媛県ガールスカウトが発足した経緯を証言している。また、それが東京での三島

純への協力に結びついていく、というものである45。 

岐阜県の場合は、デービス（Ruth.V.Davis）が岐阜県地方軍政部教育課補佐官として着

任した直後の１９４８年４月２２日、軍政部経済課アクトン（Akuton・女性）の協力をえ

て、ガールスカウト運動を開始するように指示し、５月１日には地方軍政部でガールスカ

ウト発足会を開いている46。地方軍政部と県社会教育課が協同で婦人団体や青年団女子指

導者らを対象に講習会を開き、そこからガールスカウトが発団された一例である。 

東京においても、１９４７年６月に日本キリスト教団、赤坂霊南坂教会のガールスカウ

ト東京第４団の例があげられる。小崎（芹野）朝子は、神父である父の紹介からコーキン

スに出会い、アメリカ合衆国方式のガールスカウトハンドブックを譲りうけて「やくそく」

と「おきて」を学び、アドバイスを受けながら団を発足したことを述べている47。 

これらの点について、タイパーの会議録によれば、タイパーはガールスカウト運動に関

して、日本のガールスカウト設立準備のメンバーや地方軍政部の担当者（その多くは女性

担当官）と頻繁に会談しているが、その他、婦人団体関係者との話し合いの中でも彼がガ

ールスカウトについて述べているケースが多々見られる。例えば、滋賀県連合婦人会副会

長の「フジ」との会談において、婦人団体は青少年活動の分野で何ができるかという質問

に、タイパーは一番目に、「ガールスカウト、ボーイスカウトを後援する責任を負うこと」
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をあげているのである48。以上のように、ＣＩＥと地方軍政部は相互に連絡をとりながら、

地方におけるガールスカウト指導者の発見と組織結成にも動いていたことがわかる。 

 

（２）コーキンスとトゥーイによるガールスカウト講習会 

その際、運動の普及はガールスカウト指導者養成講習会の開催への期待が大であった。

これは中央準備委員会によって東京やその他各地で開かれ、当初、そのなかで講師を務め

た主要な一人が在日米空軍将校の妻コーキンス（Harriet Calkins）である。１９４８年４

月２４日、タイパーとコーキンスが会談している記録がある。それによるとガールスカウ

ト・ニューヨーク事務所がＣＩＥのタイパーに対して彼女を日本のガールスカウト・リー

ダー養成を援助する人物として推薦していること、また、会談の際、タイパーはコーキン

スと日本のガールスカウト幹部を引き合わせることを約束している49。彼女は、都内の駐

留軍家族向けの住宅に居住していたが、これ以降、ニューヨークでのガールスカウト・リ

ーダー経験を生かし、東京以外の地域にも講師として出張を行なうことになった。 

タイパーの会議録には、その後、さらなるガールスカウト指導者養成講習の充実にむけ

て、合衆国ガールスカウトからＣＩＥへの働きかけ・連絡があった。それは、プロフェッ

ショナルな指導者を日本ガールスカウトに「貸し付ける」というものであり、タイパーは

渡航許可の便宜を図ることを伝え、その来日する指導者の日本での仕事内容についても提

案をしている50。１９４８年１０月、この指導者派遣計画が実現した51。合衆国ガールスカ

ウトの仲立ちで世界連盟の資金援助により合衆国ガールスカウト連盟のＭ・トゥーイ

（Marguerite Towhy）が派遣されたのである。彼女は日本の青年団体の指導者という名

目で心理学者、青年教育に詳しい同じく合衆国ガールスカウト連盟理事のサリバン

（Dorothea Salivan）とともに来日した。ふたりが、コーキンスと合流し、最初に指導し

たのが１９４８年１０月に浴恩館で開催された第１回ＹＬＴＣ（青少年指導者講習会）だ

ったのである。 

トゥーイ来日以前、日本のガールスカウト準備中央委員会は財政的基礎もなく、小さな

集まりであった52。トゥーイは、ガールスカウト指導者養成講習会や財政基盤の確立など

様々な面で貢献し、特に彼女の北海道から九州にまで及ぶ指導者養成のための巡回によっ

て、多くのリーダー養成のほか、講師養成課程の準備によって日本のガールスカウト会員

は増加していった。その統計は次のとおりである。 

  ４９年５月１１日現在    少女会員 ２０６８人、大人 ５９５人、１００団 53 

  ４９年８月３１日現在    少女会員 ３６５７人、大人 １１５９人、１５６団54   

  ５０年１２月２９日現在  少女会員 ７１９２人、大人 ３２７６人、５６５団55        

                                             

  以上から、ＣＩＥ、地方軍政部、ガールスカウト日本連盟結成にむけた中央準備委員会、

地方教育委員会、社会教育課の連携による結成の働きかけ、支援によるこの時期の会員増

加が理解される。地方での各団はそれぞれ様々な経緯で発団された。具体的に、１９４８
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年前後に発団したところは、婦人会・青年団女子団員、ＰＴＡのメンバーなどを集めて開

催された地方軍政部やＣＩＥの青少年担当官らの各地での講演（県社会教育課との共催）

でＧＳが紹介されたことなどによって、ガールスカウト運動に関心を抱いた女性たちが推

進委員会や団を結成、その後地元で指導者養成講習会を開催するための指導者の派遣を中

央準備委員会へ要請する、という事例が多数存在した。当時の状況は、「…次々と要望され

るのである。あの県も作るなら、自分の県でも作りたいからきてくださいなどと―。こち

らが間に合わないのですよ。みんなで手分けして、２人ずつがせいぜい」56というもので

あった。その後１９５０年代になると、受講した地方の女性のトレーナーが養成され、各

地で独自に講習会が実施された。 

各地で団発足に関わった女性には、ＰＴＡ・婦人会や大学婦人協会県支部等の教育団体・

文化団体の参加者、旧補導団員、学生、教師、地域指導層の妻、ＣＩＥの職員（例えば、

前出のようにダーギンの通訳としてガールスカウトの会合に参加していた塩野幸子、図書

館の片山登代子等）、県社会教育課の女性職員等が多かった57。ちなみに、岩手における講

習の参加者リストによると参加者の年令は１９～６２歳に及んでいるが、２０歳代前半が

最も多い58。 

それでは、この女性たちをガールスカウト運動に参加させたものは何であったろうか。

彼女たち回想、あるいは『ガールスカウトハンドブック』等から読み取れるのは、①彼女

たちが戦後初期の社会混乱の中で問題となっていた「青少年不良化」に憂慮し、これを防

止し少女を「健全」に育成するものとしてガールスカウト運動に期待したこと、②「婦人

解放」の流れの中で女子教育に対する考え方も変化し、社会性をもった女性の養成をめざ

す活動として期待していたこと、があげられる。のちにガールスカウト日本連盟の総主事

になり、当時は埼玉県教育委員会で社会教育を担当していた清水俊子の場合、婦人教育の

巡回指導において、聞き手の成人女性たちは説明を理解するが実行がともなわないこと、

そのことから、彼女は次世代をになう少女たちのの教育へとむかわせたという59。さらに、

③ガールスカウトが欧米文化イメージを表象するものであり、占領という特殊状況下にお

いて、いわば憧憬が存在したことも想起しうる。実際、各団活動のなかでは、運動に協力

している欧米人女性や、在日アメリカ人女子のための団（東京、横浜、沖縄等にある合衆

国ガールスカウト所属のもの）との交流会、アメリカ人リーダーの自宅でのパーティーや

テーブルマナーの学習等が行われ、それらは「豊かな」欧米的な生活を提示する機会とも

なっていた。また、少女たちにとってはアウトドアのキャンプ、さらに制服に対する憧れ

も存在したのである60。 

 

（３）ガールスカウト中央組織に対するＣＩＥの指導 
 ＣＩＥは中央組織であるガールスカウト日本連盟結成に向けた動きの中でも詳細な指導

を行っている。 
初代の青年教育担当のダーギンは、戦前、ＹＭＣＡ主事として３０年の在日歴があり、
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「知日派で日本の青少年団体の事情に詳しい」彼が青少年教育の担当官であったことは「日

本の青少年団体にとって幸運であった」61。ガールスカウトの再建の過程において、ダー

ギンさらに後任のタイパーは、会合や資料の提供等を通じて日本の中央準備委員会メンバ

ーに対しアドバイスを行なった。１９４７年１月のダーギンとの最初の会合以降、「毎月集

まって、団員をどのように獲得していくか、リーダーをどう養成してゆくか、などについ

て話し合いをつづけ」62、担当者がタイパーに交代してからも、月に１回は会合し、委員

会やトレーニングの成果などを報告、会の規約、常任委員会の運営、財政問題等について

助言を受けている。以下、（イ）運営資金、（ロ）全国組織化、（ハ）「やくそく」と「おき

て」について具体的に考えてみたい。 

（イ）運営資金について 

戦後初期のガールスカウト運動を理解する際に、他の青少年団体と同じく運営資金の問

題がある。ＧＨＱ、ＣＩＥが戦後に社会教育関係団体に対しておこなった象徴的な政策に

「ネルソン通達」63がある。これは、戦前の公的補助金をもとに社会教育関係団体が政府

の統制をうけていた、という判断から行政から社会教育関係団体への補助金を禁止したも

のである。１９４８年７月、この「ネルソン通達」によって行政からの補助金支出が禁じ

られて以降、地域のガールスカウト育成組織と地方行政組織の関係についてガールスカウ

ト関係者はタイパーに報告をしている64。当時のガールスカウト関係者の証言によると、

財源問題について「ＧＨＱの干渉はかなり厳しいもので」あり、独自の「財源獲得のため

のキャラメルを販売した時には、不正をしていないか確認のため収支決算の帳簿を提示す

るよう要求された」65。社会教育関係団体の「ノーサポート・ノーコントロール」原則を

どう維持するかが注目されたのである。財政源としては会員の登録費やハンドブック、ス

カウトピンの売り上げ、中央部によるバザーや音楽会などの開催のほかに、財界、合衆国

ガールスカウト連盟（２０００ドル）66、Christian Women’s Association、在日アメリ

カ女性クラブ（約５０万円）、ＧＨＱ女性クラブ67などからの寄付があった。 

（ロ）全国組織化の問題 

なお、地域青年団に対するのと同様、ＧＨＱのなかにはガールスカウトの全国組織化に

不信感も存在したことも事実である。例えば、１９４８年９月、タイパーは教育課長オア

ー（M.T.Orr）に次の文章を送付している。つまり、四国地区からガールスカウト中央準備

委員会が「官僚的」「統制主義」であるという批判があったこと、これに対してタイパーが

オアーにこの点を釈明・反論する文章を提出しているのである68。ＧＨＱ、ＣＩＥのガー

ルスカウト、ボーイスカウトへの対応は必ずしもひとつではなく、中央と地方軍政部、さ

らに担当官ごとにも相違が存在した。この点、ダーギン、タイパーは上層のオアーに説明

を行い、また各地域との調整をはかり、慎重に組織化を検討していったことがわかる。そ

のために、青少年指導者講習会の主要都市での開催、各地域でのガールスカウト講習会の

実施と指導者養成、グループワークの普及が重要な意味をもったのである。 

（ハ）「やくそくとおきて」の文言について 
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次に、ガールスカウトの「やくそくとおきて」の文言の問題である。その際、１９４８

年 1 月に東京第１団で使われていたガールスカウト「やくそくとおきて」の案69を示して

おきたい。 

 

－約束－ 

私は名誉にかけて神と国とに対するつとめを行ひ、いつも他人をたすけ、ガールスカ

ウトのおきてを守るようにいたします。 

（附則、神でも仏でも可） 

－おきて－ 

一、ガールスカウトの名誉は信頼されることである。 

二、ガールスカウトは忠実である。 

三、ガールスカウトのつとめは人をたすけ人に役立つ事である。 

四、ガールスカウトはすべての人々の友達であり他のガールスカウトとは互に姉妹で

ある。 

五、ガールスカウトは礼儀正しい。 

六、ガールスカウトは親切である。 

七、ガールスカウトは規則にしたがふ。 

八、ガールスカウトは快活である。 

九、ガールスカウトは倹約にする。 

十、ガールスカウトは思にも言葉にも行にも純潔である。 

 

これは、東京第１団を担当した後藤八重子のノートに記されたものであるが、繰り返し

訂正された後があり、正式な文言が確定するのはしばらく後のことである。ガールスカウ

トの「やくそく」の作成においてＣＩＥは慎重であった。戦前の女子補導団の「契約」は

戦後の「約束」にあたるが、その冒頭の（一）、「私は（神様と）天皇陛下（と）に忠誠を

誓ひます」の「天皇陛下」は削除された。後にこの部分は、「私は神（仏）と国とに対する

つとめを行い」と正式に決定されている。また、戦後最初の要覧である、尾本和栄による

『ガールスカウトハンドブック』（４８年）70の原案は英訳された文書71として確認が行な

われ、手書きで校正がなされている。（この校正者は、前後のメモと筆跡からタイパーと判

断されるが）この書類において、スカウトの「やくそく」のなかの、「神とコミュニティー

（community）にたいし義務を果たす」との条には、「community」の箇所に「削除(delete)」

との意見が手書きで記載されている。その結果、発行された『ガールスカウトハンドブッ

ク』には、「私は神と社会とに負ふ義務を果たし」と書かれている。 

以上のように、本節では、ＣＩＥ・地方軍政部によるガールスカウトの組織化について、

ＣＩＥ・地方軍政部によるガールスカウト結成への指示と支援、コーキンスとトゥーイに

よるガールスカウト講習会という観点から、さらに、ガールルスカウト中央組織に対する
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ＣＩＥの指導、について運営資金、全国組織化、「やくそく」と「おきて」を中心に検討し

た。 

ガールスカウトはこのようにＣＩＥと地方軍政部の指導とこれに呼応した教育委員会、

青年教育関係者等の日本人の活動によって広められた。１９４９年４月には、丸の内 Army 

Education Centerで第一回全国総会が開かれ１８県から１２０名が集まり、ガールスカウ

ト日本連盟として正式に発足した。１９５２年にはガール･スカウト世界連盟の準加盟国に

認可されたが、正加盟国としてみとめられたのは１９５９年のことであった72。 

 

小結 

本章では占領軍の青年教育政策とその政策内におけるガールスカウトの位置、その再建

過程と背景について考察した。その構成は、第１節で、占領期におけるＧＨＱ・ＣＩＥの

青少年政策－連合国軍による占領状態の下で、民間情報教育局の青少年教育の展開につい

て検討した。第２節では、女子青年団体としてのガールスカウトへの注目について考察し、

その際、（１）ＣＩＥ・文部省の女性、少女の活動への注目、（２）ガールスカウトの理念・

方法と青少年教、（３）ガールスカウトのメンバーの検討を行なった。第３節では、ガール

スカウトとして発足する背景としての戦前の女子補導会・補導団等との関係について考察

した。その上で、第４節において、ＣＩＥ・地方軍政部によるガールスカウトの組織化に

ついて確認した。 

ガールガイドは戦前の大正期にイギリスから日本に紹介、導入され、キリスト教関係者

を中心とした小規模な活動であり、それは第二次世界大戦中の１９４２年に一度解散して

いる。戦後、日本は、アメリカ合衆国を中心とした連合国軍によって占領され、ＣＩＥの

青年教育担当を中心とした指導によって戦時中に解散したガールガイドは、アメリカ式に

ガールスカウトとして発足した。その際、戦前の女子補導団関係者、ＣＩＥの日本人スタ

ッフ、地方の教育関係者が多く参加し、またＧＨＱ、地方軍政部のアメリカ人スタッフも

母国での経験から結成に協力している。女子の青年教育活動として、さらに欧米の文化を

背景とし、そのグループワーク理論から多くの青年教育団体のモデルとなった。他の多く

の社会教育関係団体は、戦前の軍国主義・超国家主義への協力を理由として解散、改組の

命令を受け、地域網羅の組織原理を批判されていた。そのような団体に対してＹＷＣＡ、

ＹＭＣＡ、ボーイスカウト、青少年赤十字とともに民主的青年教育のモデルとして提示さ

れたのである。グループワークの内容と方法はＹＬＴＣ、ＩＦＥＬ等の青年指導者講習会

等を通じて紹介され、合衆国ガールスカウト連盟の理事、トレーナーが日本のガールスカ

ウト育成と他の青年団体指導の講師としても招聘されたことはその象徴的出来事であった。 

１９４９年４月には、ガールスカウト日本連盟として正式に発足し、１９５２年にはガ

ール･スカウト世界連盟の準加盟国に認可されたが、１９５９年に正加盟国としてみとめら

れている。 
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